福井県青少年愛護審議会（愛護部会２班）議事録

１　開催日時

　　平成２５年８月２９日（木）午後２時００分～午後３時３０分
２　開催場所

　　県庁１０階　１００８会議室
３　出席者

(1)　委員　９人

上田秀徽副会長、浅妻紀子委員、柿本恵理子委員、木村愛子委員、
新道忠雄委員、髙野幸嗣委員、藤尾孝男委員、山崎勝憲委員、山下善久委員
（欠席　小木一良委員）
(2)　幹事　２人

三田村彰幹事（代理）、上野弘幹事（代理）
（欠席　寺尾義裕幹事、鈴木公一幹事）
(3)　事務局　４人

森川企画幹（県民安全）ほか課員３人

４　審議内容

(1)　有害図書等の緊急指定に係る報告（福井県青少年愛護条例第４８条第２項）
　　ア　有害興行の指定に係る報告
　　　　事務局から、７月に有害興行として緊急指定した映画９作品について、指定経緯および指定理由についての報告がなされ、了承された。
　　イ　有害図書等の指定に係る報告
　　　　事務局から、７月に有害図書等として緊急指定した１０冊について、指定経緯および指定理由についての報告がなされ、了承された。
(2)　ビデオ等の包括指定に係る報告

　　　事務局から、６月に有害図書等として包括指定したビデオ等８７５作品と、７月に有害図書等として包括指定したビデオ等８０１作品、８月に有害図書等として包括指定したビデオ等１，０７５作品について、指定経緯および指定理由について報告がなされ、了承された。

(3)　図書等の推奨、指定にかかる諮問（福井県青少年愛護条例第４８条第１項第２号、第３号、第４号）
　 ア　優良図書の推奨に係る諮問

　　　　知事から優良図書等の推奨に関し諮問を受けた図書１０冊について、各委員に回覧するとともに事前審査を行った委員による事前審査の補足説明を行ったところ、いずれも優良図書等として推奨することが適当との意見を得た。

なお、委員から「ルパン最後の恋」の主人公が「怪盗」であることについて、主人公は「怪盗」であっても、内容は弱者に優しく、正義感の強いヒーローで、盗人を連想させるものではなく、また「怪盗」という言葉で、非推奨とした場合、ミステリー等のジャンル図書すべて非推奨ということになるとの意見が述べられた。
　　イ　有害興行の指定に係る諮問

　　　　知事から有害興行の指定に関して諮問を受けた映画１０作品について、事務局から指定理由等を説明し、審議したところ、いずれも有害興行として指定することが適当との意見を得た。

　　ウ　有害図書等の指定に係る諮問

　　　　知事から有害図書等の指定に関して諮問を受けた図書１１冊について、事務局から指定理由等を説明し、図書を各委員に回覧したところ、いずれも有害図書等として指定することが適当との意見を得た。

５　その他の報告
(1)　福井県青少年愛護審議会の検討事項について

　　 漫画を優良図書として指定することについて、事務局からこれまでの経過報告等がなされ、各委員から以下の発言がなされた。

　 ・　全国的に漫画を優良図書として推奨することは行われておらず、この審議会でも漫画を推奨することには消極的な意見が多いため、国等の動きがあるまでしばらく様子をみてはどうか。
・　漫画を学校に持ち込んだときの学校現場の対応の問題等、今の現状の中で漫画を認めることは問題がある。

・　教育現場の対応は技術的なことで、漫画は子どもたちにとって受け入れやく、

メッセージ性があり、青少年の健全育成に役立つものもあり、漫画を除外すべ

きではない。
　　・　漫画と絵本の境がはっきりしているわけではなく、技法が漫画であることをもって、素晴らしい作品を除外すべきではない。
・　今後も時間をかけて議論していくのがよい。
　との意見が出された。
 (2)　非行防止一斉キャンペーンの実施について

　　　青少年の非行・被害防止全国強調月間に合わせ７月６日（土）に開催された
街頭啓発活動について、事務局から報告がなされた。
　　
